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１．熊野尾鷲道路の事業概要

国道４２号熊野尾鷲道路は、三重県尾鷲市と熊野市を結ぶ自動車専用道路で、近畿自動車道紀

勢線（大阪府松原市を起点とし紀伊半島沿岸を経て三重県多気郡多気町に至る全長343kmの国

土開発幹線自動車道）と一体となり高速道路ネットワークを形成する道路です。

熊野尾鷲道路は、周辺地域の産業開発や世界遺産の熊野古道のある東紀州地域への観光アク

セスの向上などに貢献する道路として整備を進めています。

本事業は、以下の３点を目的として事業を推進しています。
①高速アクセスの向上
③地域活性化の支援

国道４２号熊野尾鷲道路は、三重県尾鷲市と熊野市を結ぶ自動車専用道路で、近畿自動車道紀

勢線（大阪府松原市を起点とし紀伊半島沿岸を経て三重県多気郡多気町に至る全長343kmの国

土開発幹線自動車道）と一体となり高速道路ネットワークを形成する道路です。

熊野尾鷲道路は、周辺地域の産業開発や世界遺産の熊野古道のある東紀州地域への観光アク

セスの向上などに貢献する道路として整備を進めています。

本事業は、以下の３点を目的として事業を推進しています。
①高速アクセスの向上
③地域活性化の支援

（１）事業目的
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②安心できる暮らしの確保

①三木里ＩＣを望む
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標 準 断 面 図

●事業名 ：一般国道４２号 熊野尾鷲道路

●起終点 ：（起点）三重県尾鷲市南浦

（終点）三重県熊野市大泊町

●延長 ：１８．６km

●道路規格 ：第１種第３級

●設計速度 ：８０km/h

●車線数 ：完成４車線（暫定２車線）

●都市計画決定：平成１１年度

●事業化 ：平成８年度

●用地着手年度：平成１２年度

●工事着手年度：平成１４年度

●前回の再評価 ： 平成１７年度

（指摘事項なし：継続）

●全体事業費 ：１０７０億円

●事業名 ：一般国道４２号 熊野尾鷲道路

●起終点 ：（起点）三重県尾鷲市南浦

（終点）三重県熊野市大泊町

●延長 ：１８．６km

●道路規格 ：第１種第３級

●設計速度 ：８０km/h

●車線数 ：完成４車線（暫定２車線）

●都市計画決定：平成１１年度

●事業化 ：平成８年度

●用地着手年度：平成１２年度

●工事着手年度：平成１４年度

●前回の再評価 ： 平成１７年度

（指摘事項なし：継続）

●全体事業費 ：１０７０億円

（２）計画概要

みえ けん おわせ し みなみうら

みえ けん くまの し おおどまり ち ょ う

第１種３級 ８０ｋｍ／ｈ

1.75 1.753.5 3.5

1.25 1.253.5 3.5

■２期線■２期線■１期線■１期線

土
工
部
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梁
部
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ン
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ル
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0.75 1.253.5 3.5

0.75 1.253.5 3.5

0.75 1.253.5 3.5
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◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
事業費＋維持管理費

■走行時間短縮便益： 熊野尾鷲道路の整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）から、整備した場合の走行時間費
用を減じた差額

■走行経費減少便益： 熊野尾鷲道路の整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費
等）から、整備した場合の走行経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備
（維持・修繕）費、車両償却費等）

熊野尾鷲道路の整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人的損害額、物的損害額、事故渋滞によ
る損害額等）から、整備した場合の交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損失：
運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的損
害額及び事故渋滞による損失額）

■交通事故減少便益：

■ 事 業 費 ：熊野尾鷲道路の整備に要する費用（工事費、用地費等）

■ 維 持 管 理 費 ：熊野尾鷲道路を供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、照明費等）

○．○○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
１，７２９億円 ＋ ３６４億円 ＋ ９７億円

１，０９２億円 ＋ ６６億円

２，１８９億円

１，１５８億円 ＝

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

◇Ｂ／Ｃ（残事業）
１，６６６億円 ＋ ３５４億円 ＋ ９４億円

３５０億円 ＋ ６６億円
＝

２，１１４億円

４１６億円＝ ＝

１．９

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較
前回再評価時のＢ／Ｃ（全線）： 全体事業＝１．１ 残事業＝１．２（完成４車線）

今回再評価時のＢ／Ｃ（全線）： 全体事業＝１．９ 残事業＝５．１（暫定２車線）

【前回再評価からの変更点】

２．費用対効果分析（費用便益比（B/C））

走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

５．１

１．費用便益分析マニュアルの改訂
①便益算出の検討年数を４０年から５０年に変更
②便益算出に用いる車種別の時間価値原単位の変更

２．交通量推計に用いるデータの変更
①OD表のベースとなる道路交通センサスを平成11年度から平成17年度に変更
②将来OD表の作成に用いるブロック別・車種別走行台キロの伸び率を変更

３．当面の間、暫定2車線で進める
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３．前回評価時との比較表

災害への備え
・国道４２号の代替路の確保

国道４２号は約２回、平均約１２時間/年の

通行規制 （Ｈ１７～Ｈ２１）

災害への備え
・国道４２号の代替路の確保

国道４２号は約２回、平均約２０時間/年の

通行規制 （Ｈ１４～Ｈ１８）

平成２０年に尾鷲南IC～
三木里IC間が部分供用

事業 ６３％
用地 ８８％

事業 １６％
用地 ３２％

事業の進捗状況

費用便益分析マニュアルの改訂
交通量推計に用いるデータ
の変更のため

２，１１４億円９５７億円総便益
（B）

総費用
（C）

４１６億円７９２億円残事業

費用便益分析マニュアルの改訂
交通量推計に用いるデータ
の変更のため

２，１８９億円９５７億円総便益
（B）

総費用
（C）

事業展開の変更１，１５８億円８９５億円全体事業

完成4車線→暫定2車線１，０７０億円１，４００億円全体事業費

完成４車線→暫定２車線

完成4車線→暫定２車線

備 考

安全で安心できる暮らしの確保
・3次医療施設への移動時間：約２時間２５分

１．２

１．１

前回評価
（H17再評価）

安全で安心できる暮らしの確保
・3次医療施設への移動時間：約２時間２５分

事業を巡る
社会情勢等の変化

１．９費用対効果（B/C）

５．１

今回評価
（H22再評価）

暫定２車線整備

費用対効果（B/C）

事 項
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尾鷲市

尾鷲総合病院

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■東紀州地域は、高速道路ネットワークから取り残されています。
■東紀州地域には第３次医療施設がないため、重篤患者は約2時間30分かけて伊勢市の医療施設への搬送が必要です。
■山間地であるため路線が限られ、緊急時の医療機関の利用にも時間を要しています。

２）事業の投資効果
■紀勢線及び周辺の高速道路と一体整備により、アクセス性が向上し、東紀州地域から名古屋等の都市圏までの

所用時間が大幅に短縮します。
■津市や伊勢市の高次医療施設への搬送時間が約４５分短縮され、重篤患者の搬送による影響が軽減されます。
■熊野尾鷲道路の整備により、尾鷲総合病院の３０分圏域が拡大し、救命率の向上に寄与します。

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■東紀州地域は、高速道路ネットワークから取り残されています。
■東紀州地域には第３次医療施設がないため、重篤患者は約2時間30分かけて伊勢市の医療施設への搬送が必要です。
■山間地であるため路線が限られ、緊急時の医療機関の利用にも時間を要しています。

２）事業の投資効果
■紀勢線及び周辺の高速道路と一体整備により、アクセス性が向上し、東紀州地域から名古屋等の都市圏までの

所用時間が大幅に短縮します。
■津市や伊勢市の高次医療施設への搬送時間が約４５分短縮され、重篤患者の搬送による影響が軽減されます。
■熊野尾鷲道路の整備により、尾鷲総合病院の３０分圏域が拡大し、救命率の向上に寄与します。

①① 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点 （ 高 速 ア ク セ ス の 向 上 ）事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点 （ 高 速 ア ク セ ス の 向 上 ）

４．評価の視点
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【尾鷲総合病院からの30分圏域】

■尾鷲総合病院※からの30分圏域の拡大

※へき地医療拠点病院に指定
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熊野尾鷲道路沿線の
人口約13,000人

約9,300人

30分圏域
■熊野尾鷲道路供用前
■熊野尾鷲道路供用後
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■高速ネットワークの構築

【熊野市から各方面への所要時間】

松阪市まで※

約１時間４０分！
（開通前：約2時間25分）

名古屋市まで※

約２時間３５分！
（開通前：約3時間2０分）

至名古屋
至松阪 山田赤十字病院

山田赤十字病院まで※

約１時間4０分
（開通前：約2時間25分）

熊野尾鷲道路が
開通すると、

各都市への所要時間が

４５分短縮！

※ 未供用区間の所要時間は、
設計速度を使用し算出

3次救急医療施設

熊
野
尾
鷲
道
路

三木里IC

紀勢大内山IC

■地域の声 救急隊員

・国道４２号線の佐田坂・矢の川峠付近では、

カーブによる揺れのため、患者負担が大きくなり、

症状悪化防止のため、慎重運転により搬送時間搬送時間

が長くなりますが長くなります。

・尾鷲熊野道路が完成すれば、大幅な時間短縮

と患者の負担軽減になる負担軽減になると考えています。

約5,400人
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１）事業を巡る社会情勢等の変化

■東紀州地域唯一の幹線道路である国道４２号は、降雨・災害により通行止めが発生しています。
通行止時には、多くの集落が孤立化し、地域住民の日常生活に多大な影響を与えています。

２）事業の投資効果
■熊野尾鷲道路の整備により、災害時における救援、輸送のための代替路が確保され、孤立地域が減少するなど

災害時の信頼性向上が図られます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■東紀州地域唯一の幹線道路である国道４２号は、降雨・災害により通行止めが発生しています。
通行止時には、多くの集落が孤立化し、地域住民の日常生活に多大な影響を与えています。

２）事業の投資効果
■熊野尾鷲道路の整備により、災害時における救援、輸送のための代替路が確保され、孤立地域が減少するなど

災害時の信頼性向上が図られます。

①① 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点 （ 安 心 で き る 暮 ら し の 確 保 ）事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点 （ 安 心 で き る 暮 ら し の 確 保 ）

４．評価の視点

【尾鷲市の年間降水量（H21）】

【H16.9.29 台風21号による地域孤立の状況】

年間降水量
日本一

出典：気象庁HP

尾鷲市民の約24,000人が

約約1212時間に渡り完全孤立時間に渡り完全孤立

【H16.10.1 紀勢新聞】

道路決壊により約80時間

国道42号が通行不可

■孤立化する集落の解消

国道42号は線形が複雑な山岳道路線形が複雑な山岳道路
で、通常時でも走りづらくなって
います。

○年間平均通行規制（Ｈ17～Ｈ21）

約約22回回//年年 55年間合計：約年間合計：約6161時間時間
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紀勢大内山IC

大宮大台IC

尾鷲北IC（仮）

大泊IC（仮）

三木里IC

尾鷲南IC

■IC供用による観光への影響

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■平成１６年７月７日に熊野古道を含んだ「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産に登録され、観光来訪客が増加
しています。

２）事業の投資効果
■高速ネットワークの構築により、高速道路の利便性が高まり、特産品などの出荷が素早く、広域に行えるように
なります。

■熊野尾鷲道路が整備されることにより、熊野古道へのアクセス性が向上し、観光面での交流が促進され、地域の
活性化に寄与します。

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■平成１６年７月７日に熊野古道を含んだ「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産に登録され、観光来訪客が増加
しています。

２）事業の投資効果
■高速ネットワークの構築により、高速道路の利便性が高まり、特産品などの出荷が素早く、広域に行えるように
なります。

■熊野尾鷲道路が整備されることにより、熊野古道へのアクセス性が向上し、観光面での交流が促進され、地域の
活性化に寄与します。

①① 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

４．評価の視点

■IC供用による産業への影響
【各観光地への来訪者数の推移】
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【南紀みかんの中京地方への出荷割合変化】
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紀勢線の供用により
中京地方への

出荷シェアが増加

■地域の声 東紀州町づくり公社
・熊野尾鷲道路の開通により、観光客が増加する観光客が増加することを期待しています。
・地域内の観光地の連携強化による活性化を期待しています。

ICに近い峠へ
の来訪者数は
増加傾向

出典：東紀州観光まちづくり公社

高速ネットワーク
整備により

中京地方への
出荷割合増加！

■地域の声 物流業者
・紀勢線整備により商圏拡大、コスト

縮減が可能になりました。
・熊野尾鷲道路が開通すると安定した

物流経路の確保ができます。
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３）事業の進捗状況

■事業進捗率は６３％、用地取得率は８８％に至っています。（平成２２年度末 見込み）

■三木里ＩＣ～大泊ＩＣ間は暫定２車線での早期供用に向けて全面的に展開しています。

■（参考）前回評価時： 事業進捗率は１６％、用地取得率は３２％

３）事業の進捗状況

■事業進捗率は６３％、用地取得率は８８％に至っています。（平成２２年度末 見込み）

■三木里ＩＣ～大泊ＩＣ間は暫定２車線での早期供用に向けて全面的に展開しています。

■（参考）前回評価時： 事業進捗率は１６％、用地取得率は３２％

■暫定２車線：尾鷲南ＩＣ～三木里ＩＣ（Ｌ＝５．０ｋｍ）は平成２０年度に暫定２車線供用しました。
三木里ＩＣ～大泊ＩＣ （Ｌ＝１３．６ｋｍ）は暫定２車線の早期供用を目指します。

■暫定２車線：尾鷲南ＩＣ～三木里ＩＣ（Ｌ＝５．０ｋｍ）は平成２０年度に暫定２車線供用しました。
三木里ＩＣ～大泊ＩＣ （Ｌ＝１３．６ｋｍ）は暫定２車線の早期供用を目指します。

４．評価の視点

②② 事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点
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１）コスト縮減

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

・イニシャルコスト削減

→橋梁上部工形式：少数鈑桁および細幅箱桁

■イニシャルコスト削減により、約３億円のコスト縮減が図れます。

１）コスト縮減

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

・イニシャルコスト削減

→橋梁上部工形式：少数鈑桁および細幅箱桁

■イニシャルコスト削減により、約３億円のコスト縮減が図れます。

２）代替案立案等

■熊野尾鷲道路は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、東紀州地域への高速
アクセスの向上、東紀州地域の安心できる暮らしの確保、地域活性化の支援など、期待される効果が大きい合理的な計画で
あるため、計画の変更は困難である。

２）代替案立案等

■熊野尾鷲道路は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、東紀州地域への高速
アクセスの向上、東紀州地域の安心できる暮らしの確保、地域活性化の支援など、期待される効果が大きい合理的な計画で
あるため、計画の変更は困難である。

４．評価の視点
③③ コ ス ト 縮 減 や 代 替 案 立 案 等 の 可 能 性 の 視 点コ ス ト 縮 減 や 代 替 案 立 案 等 の 可 能 性 の 視 点

床版

桁

少数主桁形式

【少数主桁形式】
・高耐久性の床版を採用し、主桁間隔を広げ、構造を単純化し、コストを削減します。

５．県・政令市への意見聴取結果

■三重県の意見

本事業は、地域住民の安全・安心の確保や平成２５年神宮式年遷宮を契機とした広域的な交流・連携の促進を図る
「新たな命の道」であり、伊勢半島のミッシングリンクを解消するためにも重要な事業です。

今後も引き続き、本県と十分な調整をしていただき、平成２５年神宮式年遷宮まので供用に向けた事業の推進をお
願いいたします。

■三重県の意見

本事業は、地域住民の安全・安心の確保や平成２５年神宮式年遷宮を契機とした広域的な交流・連携の促進を図る
「新たな命の道」であり、伊勢半島のミッシングリンクを解消するためにも重要な事業です。

今後も引き続き、本県と十分な調整をしていただき、平成２５年神宮式年遷宮まので供用に向けた事業の推進をお
願いいたします。
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①事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢の変化

■高速交通体系が取り残された地域

■豪雨等により孤立化が多発する地域 ■急峻な地形の連続する地域

２）事業の投資効果

■国土ネットワークの構築

■安全で安心できる暮らしの確保

■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．９（暫定２車線）

３）事業の進捗状況

■用地取得率は約８８％（平成２２年度末見込み）

■全体の事業進捗率は６３％（平成２２年度末見込み）

①事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢の変化

■高速交通体系が取り残された地域

■豪雨等により孤立化が多発する地域 ■急峻な地形の連続する地域

２）事業の投資効果

■国土ネットワークの構築

■安全で安心できる暮らしの確保

■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．９（暫定２車線）

３）事業の進捗状況

■用地取得率は約８８％（平成２２年度末見込み）

■全体の事業進捗率は６３％（平成２２年度末見込み）

６．対応方針（原案）

以上のことから熊野尾鷲道路の事業を継続する。

②事業の進捗の見込みの視点
■暫定２車線：全区間Ｌ＝１８．６ｋｍ 早期供用予定（内、L=５．０ｋｍは平成２０年度供用）

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
■ 技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進してきます。

■ 代替案立案等は、地域の集落状況、山岳を貫くことから長大トンネルになるため、計画変更は困難

②事業の進捗の見込みの視点
■暫定２車線：全区間Ｌ＝１８．６ｋｍ 早期供用予定（内、L=５．０ｋｍは平成２０年度供用）

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
■ 技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進してきます。

■ 代替案立案等は、地域の集落状況、山岳を貫くことから長大トンネルになるため、計画変更は困難

平成１７年度の事業評価監視委員会から一定期間（４年間）が経過したことから、以下の３つの視点で再評価を行いました。


